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特殊海藻クリーム入り葉面散布用肥料

総合微量要素配合

●本剤は海藻『アスコフィラム・ノドサム』をクリーム状にし、20％配合した海藻液肥です。
肥料成分のほかに植物の生長に不可欠な天然の各種アミノ酸、アルギン酸、多糖類、ビタミン類、核
酸、酵素、色素、植物ホルモン様物質（サイトカイニン）およびベタインを豊富に含んでます。
●肥料成分とバランスの良い天然成分との相乗効果により、すばらしい生育増進・増収および品質向上効
果を発揮します。また、各種微量要素欠乏にも有効です。

特殊海藻クリームには干ばつや塩害、霜害に耐える上で
重要な役割をもつベタインが高濃度含まれています。
（他の海藻エキスの5～13倍）

被害の出る前と
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使用目的 使用時期 使用回数 使用量 使用方法
凍害軽減、霜害軽減

新葉充実、結実向上、生育増進
発芽直前～展葉期
開花始～落花期

１～２回
２～3回

500～1,000倍
1,000～2,000倍

茎葉散布

成　分

りんごの使用時期と使用方法（例）
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包装：1㎏×12本、10㎏×2本

No.12740Ａ24.02Ｓ2000

〒110-0005 東京都台東区上野3-1-2（秋葉原新高第一生命ビル5F）
TEL.03-5816-4351　  http://www.ns-green.com/

注意事項！

●使用前にはラベルをよく読んでください。　●使用量に合わせた薬液を調製し、使い切ってください。　●空ビンは圃場などに放置せず、適切に処理してください。

●石灰硫黄合剤と混用すると有毒ガスが発生する恐れがあるので混用しないでください。
●マシン油とは混用事例がないので混用しないでください。
●農薬と混用する場合は水に の順に混用してください。
●極端な低温時には効果が劣る事があります。

植物が寒さにあった後にラメオ1号を散布し回復の度合いをみた。
供試植物： コリウス
処理時期： １月14日に、温室で育てたコリウスを
 １晩温室外（最低気温２度）の低温に
 さらし、温室内に入れ「ラメオ１号」を
 散布した。
散布肥料： ラメオ１号500倍　
 １月15日に１回散布
調査方法： 達観調査とした。

■ ラメオ1号耐寒性試験

❶展着剤 ❷　　　 ❸農  薬

500倍

無処理 明らかにラメオ１号
500倍 散布区の

生育回復が早かった。

1月19日1月15日

【試験方法】
実施場所 ： 静岡県牧之原市坂部62-1　榛原フィールドリサーチセンター
供試植物 ： りんご　ハウス内で新葉展開させた１年生苗木
品　　種 ： らくらくふじ（M26台）　　
散布月日 ： 平成24年3月13日
調査月日 ： 平成24年3月15日（散布2日後）、21日（8日後）、3月28日（15日後）
【摘　　要】
散布前日からハウス外に供試樹を置き、3月13日の朝に水道水を散布して凍霜害の発生
を促した。約4時間後に供試樹をハウス内に取り込み、ラメオ１号の散布を行った。

■ ラメオ１号のりんごの凍霜害からの回復効果試験

■ 使用時期 及び 使用方法（果樹）

500倍

無処理

3月21日

無処理区では比較的重い被害（葉縁壊死）が認められたが、ラメオ１号散布
区ではその程度が軽かった。ラメオ１号の500倍散布地区と1000倍区を比
較すると、500倍区の方が軽く、散布8日後の観察ではラメオ１号散布区で
は被害は認められなかった。

花蕾
露出期

花蕾
着色期 開花始 満開期 落花期発芽直前 発芽期 展葉期

4月上旬～中旬 5月上旬 5月中旬 5月下旬4月下旬

冷・霜害の軽減に
500～1,000倍

新葉充実・結実向上に
1,000～2,000倍
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